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Abstract Habitat, food plant, adult behaviour and morphological variation of Neope ni- 
phonica niphonica Butler from the Oe mountains, Kyéto Prefecture, Western HonshQ, Japan 
were reported. The race found in that range has similar characteristics to that of Mt Sambe, 
Shimane Prefecture, Western HonshQ, which is, however, a little smaller in forewing length and 
a little more melanized in colouration of the underside of the wing. 
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は じ め に 


ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ Neope niphonica Butler, 1881 は 日 本 列島 固有 種 と し て 知ら れ , 現在 の と ころ 大 陸 
か ら 確 実 な 採集 記録 は 報告 きれ て いな い . 本 種 は サハ リン , 南 千島 か ら 北 海道 , 本州 , 四国 , 九州 
屋久 島 に に か け て の 広義 の 日 本 列島 に 分 布 し , MAE ssp. niphonica Butler, 1881 の ほか , 房総 半島 
EEE ssp. kiyosumiensis Takahashi et Aoyama, 1981 と 屋久 島 産 亜 種 ssp. marumoi Esaki et Umeno, 
1929 の 二 亜 種 が 知ら れ て いる . これ ら 二 亜 種 は 形態 的 な 特徴 ば か り で は な く , 生態 的 に も か な り 顕 著 
な 特徴 を も つも の で ある (高橋 , 1991; 高橋 ・ 青 山 , 1981, 1987, 1989). 


原 名 亜 種 の 中 に も 一 定 の 地理 的 変異 を 示す 個体 群 が あ り , 新潟 県 佐渡 島 産 (高橋 , 1990g) や 島根 県 三 
ELE (高橋 ・ 淀 江 , 1992) な ど が その 例 で ある . これ ら は 亜 種 と し て 扱う た め に は 分 化 の 程度 が や や 
低く , 筆者 は その 変異 の 程度 に つい て 準 亜 種 ほ た は 小 亜 種 (minor subspecies) と 表現 し た (高橋 , 
1990b : 高橋 ・ 淀 江 , 1992). 


と ころ で , 上 記 の 三瓶 山 産 を 含む 中 国 山地 個 体 群 の 分 布 東 限 は どの あたり で あろ うか . これ に つい て ., 
筆者 は 地形 や その 他 の 自然 環境 の 特徴 か ら 兵庫 県 の 加古 川 と 京都 府 の 由良 川 を 結ぶ 線 と し (高橋 ・ 淀 
YL, 1992), と の 線 の すぐ 西側 に 位置 する 京都 府 大 江 町 ・ 加 悦 町 境 の 大 江山 を 中 国 山地 個体 群 の 東 限 と 
仮定 し て , 1992 年 8 月 27-28 日 と 1993 年 6 月 9 日 に この 山地 に 生息 する 個体 群 の 生態 を 調査 し , さ 
ら に 採集 し た 材料 を も と に 形態 的 特徴 を 調査 し た の で , その 結果 を 報告 する . な お , その 成果 の 一 部 
は すでに 日 本 鱗 弥 学会 第 42 回 大 会 (小田 原市 , 1995) で 報告 ずみ で ある . 


L 生態 的 知見 

1. 生息 地 

主要 な 生息 地 は 京都 府 大 江 町 ・ 加 悦 町 境 の 大 江山 千丈 ヶ 鐘 (833 m) DSA I (746m), HHA (763 m) 
を 経て 航空 管制 塔 (730 m) に いた る 尾根 すじ で あり , さら に 大 江 町 内 の 大 江山 ロッ ジ か ら 寺 屋敷 を 経 


て 辛 度 に 下る 斜面 (220 m)。 鳩 ヶ 峰 ・ 鍋 塚 間 の 演 部 か ら 二 瀬川 に いた る 斜面 (640-460m), お よび | 大 
江山 の 家 ・ 白 樺 荘 」 を 含む 二瀬 川 流域 (460-400 m) な ど で も それ ぞ れ 少数 の 個体 を 確認 し て いる (Fig. 
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Fig. 1. Collecting points of Neope niphonica niphonica Butler in the Oe mountains, Kyôto 
Prefecture, western Honshf, Japan. 


1). 


これ ら の 生息 地 に は つね に チシマザサ の 一 変種 ル ベ シ ベ ザ サ Sasa palmata var. niijimai (Tatewaki et 
Nakai) Suzuki の 群落 が 見 られ , 本 種 は その 群落 に 発生 に し て いる も の と み ら れ る . 


生息 地 と その 周辺 に 見 られ る 樹林 は 落葉 広葉 樹林 で . SAF, イヌ ブナ , クリ, ウリ ハダカ エア 
エゴ ノ キ , VaT, マルバ マン サク 。 ミ ヤマ イボ タ 、 シ オジ な ど が よく 目 に つき 。, 6 月 に 訪れ た と 
き に は タニ ウツ ギ が 満開 で 淡 桃 色 の 花 を つけ , 他 に 朱色 の ヤマ ツツジ や 白色 の アキ グミ な ど が 開花 レ 
て いた . 成虫 は ル ベ シ ベ ザ サ 和 群落 の 中 央 部 より も むし ろ 和 群落 周辺 の 林 縁 部 に 多く (Fig. 2), し ば し ば 
ヒメ キマ ダラ ヒ カ ゲ Zophoessa callipteris や クロ ヒ カ ゲ Lethe diana diana な ど と 混 飛 する の が 見 られ 
た . な お , 同属 の サト キマ ダラ ヒ カ ゲ Neope goschkevitschii は , 筆者 の 調査 で ご は まっ た く < 見 る こと が 
で き な か っ だ ただ. 


2. 成虫 の 出現 期 と 生活 史 


大 江山 と その 付近 で も , 島根 県 三瓶 山 の 場 合 と 同様 に 年 2 回 発生 する . 


春 型 は お そら く 5 月 下旬 に 羽化 を 開始 し , 6 月 上 旬 に 成虫 全盛 期 を 迎え る 点 で は 三瓶 山 と 同様 で ある 
DS, 夏 型 は お そら く 58 月 中 旬 に 羽化 を 始め , 8 月 下旬 に 成虫 全盛 期 と な る も の と み ら れ , 夏 型 の 羽化 
期 は 三瓶 山 と ほぼ 同じ か , また は いく ら か 遅い よう で ある . し か し , 年 に よる 変動 も 考え られ る の で , 
さら 調査 を 重ね て 検討 する こと が 必要 で ある . 


AEST A d SDS, この 地域 で も 10-11 A CAMEL, その まま 地表 の 落葉 中 で 越冬 する も 
の と み ら れ る . 
3. RẸ 


1992 年 8 H 28 H, 鍋 塚 の 西南 約 500m (700m) の 尾根 で ル ベ シ ベ ザ サ の 葉 裏 か ら 1 卵 塊 (16 9N) を 
発見 し た こと は , すでに 報告 し た と お り で ある (Le 1995. 卵 が 発見 され た の は 山道 わき の ル ベ シ 
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べ ベ ザ サ 和 群落 の 周辺 で あり , 地上 約 20cm ぐら い の 位置 で あっ た (Figs 5, 6). 


大 江山 千 誠 ヶ 嫌 か ら 鳩 ヶ 峰 , FR, 航空 管制 塔 に か け て の 尾根 すじ を 広く 被っ て いる の は この ル ベ シ 
べ ベ ザ サ で あり , この 地域 の ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ が この ササ を 主要 な 食 草 と し て いる と と は 確実 と み ら 
れる . な お , "Tse RTC yy IR Pleioblastus sp. の 小 群 落 を 見 て いる が , た と を え を 本 種 が この 植 
物 に 産卵 し た と し て も , それ は 例外 的 な 場合 と 考え られ る . 


tes EoD SND SIME L ZB 2 齢 まで ル ベ シ ベ ザ サ , 3 齢 以後 は スズ ダケ Sasamorpha borealis 
var. borealis Hackel (Nakai) を 与え て 飼育 し た と ころ 4 10 そ が 羽化 し , また 大 江 町 寺 屋 敷 付近 で 同 
日 に 採集 し た 1 そ か ら 採 路 し , 骨 化 し た 幼虫 を 同様 に 飼育 し て 3 4 そ を 羽化 させ る こと が で きた . 
いずれ の 場合 と も 3 齢 以後 に 与え を た スズ ダケ は 幼虫 の 発育 に 支障 を 及ぼ き な い よう で あっ た . 


4. 成虫 の 食物 


6 月 に お ける 春 型 の 観察 で は , アキ グミ Eleagnus umbellata Thunb. DECRET A 19, ル ベ シ ベ 
ザ す の 茎 に と まっ て 吸 汁 する 1@ (Fig. 4), BEOAROUHERI 1S (Fig.3) を 確認 し た . この 季 
節 に は 樹液 に と 集まる 個体 を まっ た く 見 て いな い . 大 江山 と その 付近 に お け EE は アキ グ 
ミ ま た は タニ ウツ ギ * の 花 の 蜜 を お も な 食物 と し て いる 可能 性 が 大 きい . 


8 月 に お ける 夏 型 の 観察 で は , クリ Castanea crenata Sich et Zucc. の 樹液 に 集 ま る 雌雄 を 含む 多数 の 
個体 , 汗 に 飛来 し た 1?@, お よび 地上 で 吸水 する 1 を 確認 し た . この 時 期 に は リョ ウブ 以外 に 適当 
な 吸 鶴 植物 は 見 られ ず , クリ , ミズ ナラ な どの 樹液 を 主要 な 食物 と し て いる 可能 性 が 大 きい 


3. 日 周 活動 
A. 春 型 


1993 年 6 月 9 日 , 鳩 ヶ 峰 か ら 鍋 塚 に か け て の 尾根 すじ に お ける 観察 で は , 10 時 すぎ に は すでに 多数 の 
個体 が 活動 し て お り , その 後 16 時 20 分 どろ まで と くに 目立っ た ピー ク が な く , 連続 的 に 活動 する の 
が 見 られ た . 摂 食 行動 も ちな わ ば り 行 動 も 午前 ・ 午 後 を と お し て 行わ れ , 春 型 成虫 の 活動 は サト キマ ダ 
ラ ヒ カ ゲ の よう に 夕方 に 著しく 活発 に な る 傾向 は 認め られ な か っ た . 大 江山 と その 付近 に お ける 春 型 
成虫 の 日 周 活動 は 島根 県 三瓶 山 の 場合 と 大 差 な いよ うに 感じ られ た 


B. SH 


これ に 対し て 夏 型 成虫 の 活動 の ピー ク は , 春 型 と 異な り 夕方 と な る が , つぎ 時間 帯 別に 観察 結果 の 
要点 を 述べ る . 


1992 年 8 月 28 日 の 朝 8 時 $ 分 ご ろ , 「 大 江山 の 家 ・ 白 樺 荘 |」 の 入口 付近 で ル ベ シ ベ ザ サ の 葉 上 に と 
まっ た 1 を 採集 し , 8 時 As 分 か ら 9 時 30 分 に か け て 二瀬 川沿 い の 千 丈 ヶ 原 か ら 鳩 ヶ 峰 ・ 鍋 塚 鞍 部 の 
休憩 所 まで の 斜面 で , 不 活発 に 短 距離 を 飛び , 路傍 の ル ベ シ ベ ザ サ の 葉 上 に と まる 4 ダ 1 キ を 観察 し 
た だ . l 


9 時 30 分 ご どろ , 上 記 休 憩 所 の 建物 と その 周囲 に は 5 頭 の ? が 集まっ て お り , 日 陰 の 地上 で 吸水 し て い 
る も の , 壁面 に 上 向き に と まっ て いる も の , そし て 小屋 の 中 に 入っ て 窓辺 に と まっ て いる も の な ど が 
見 られ た . 


上 記 休 憩 所 か ら 鍋 塚 に か け て , と ころ どこ ろ に だ 落葉 広葉 樹林 を 伴う 広い ササ 原 が あり (Fig. 6), 9 時 
40 分 か ら 10 時 40 分 に か け て そ が 多く , 雌雄 の 比率 は 5:1 で あっ た . 1 卵 塊 (16 卵 ) が 発見 され た の 
も この 場所 で ある . 


鍋 塚 か ら 「 鬼 の 岩屋 」 を 経て 航空 管制 塔 ま で の 尾根 は , その ほとん ど が 被 わ れ て お ぉ お り , 10 時 40 分 か 
ら 11 時 40 分 の 時 間 帯 に 活動 し て いる 個体 数 は 少な く , 不 活発 に 短 距 離 を 飛ぶ 2 ツア 1 そ を 確認 し た に 
すぎ な い . この うち 1 は 地上 で 吸水 し 、 他 は 林内 に 入り 込む の を 観察 し た . 


* タ ニ ウ ツ ギ の 花 は 島根 県 三瓶 山 で 吸 窒 例 が ある が (高橋 ・ 淀 江 , 1992), BYRON & Z 
ろ に ある た め , 吸 鶴 に は や や 不利 で ある か も し れ な い . 
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つぎ に 夏 型 成虫 の 午後 の 活動 に つい て 述べ る . 


同日 の 12 時 30 分 ご ろ 、 航空 管制 塔 付近 で 昼食 中 に 汗 に 飛来 し た 1 を , SE 
敷 付近 で 足もと か ら 飛 び 出 し た 1 そ を 採集 し た . 


前 日 の 8 月 27 日 の 午後 は 晴天 ・ 高 温 で , AYR RAE CIS, 13 時 30 分 か ら 15 時 20 分 ご ろ に 
か け て 10 頭 の を 確認 し た . 多く は うす 暗い 林内 の 山道 を 地上 低く 緩やか に 飛び , 林内 に 入っ て 樹 
幹 の 地表 に 近い 部 分 に 上 向き に と まる 個体 を いく つか 観察 し た . 注目 され る こと は , この 時 間 帯 に は , 
と き に 2 頭 の ? が 出会っ て も 激しく 追 飛 を する こと が な く , すぐ に 分 か れ て し まう 傾向 が 見 られ た . 


15 時 20 分 か ら 16 時 15 分 に か け て , 太陽 が 西 に 傾き , 気温 が 下がっ て くる と , 成虫 の 活動 が 活発 と 
な り , 千 ヶ 嫌 か ら 鳩 ヶ 峰 に か け て の 胃 部 に ある 1 本 の クリ の 樹液 に 多数 の ア が 群がり, すくなく と 
も 9 頭 の 個体 を 確認 し た . 樹液 を 吸う 個体 の ほか , 激しく 追 飛 する 多く の 個体 を 目撃 し た . 


鳩 ヶ 峰 か ら 「 大 江山 の 家 」 方 面 に 下る 道路 の 終点 (上 記 の 休憩 所 の ある と ころ ) に か け て の 尾根 で は , 
16 時 15 分 か ら 17 時 15 分 に か け て , 夕日 を 浴び て 林 綴 の ル ベ シ ベ ザ サ の 葉 上 に と まり , 付近 を 通過 
する 同種 の 他 の 個体 を 激しく 追跡 し て も と の 位置 に も どる 多く の 個体 を 観察 し た . Ek, 個体 に よっ 
て は 閉じ た 翔 の 片面 を 大 陽 に 向け て 日 光 浴 を する の が 見 られ た . この 時 間 帯 が の の 日 周 活動 の 最盛 期 
で は な いか と 思わ れる . 


この 時 間 帯 に は その 産卵 行動 も 見 られ , 1 千 が ル ベ シ ベ ザ サ の 葉 に 触れ な が ら 産 卵 場所 を 探す 行動 を 
目撃 し た が , 産卵 は 確認 で き な か っ た . 


鳩 ヶ 峰 ・ 鍋 塚 鞍 部 の 休憩 所 か ら 「 大 江山 の 家 」 方 面 に 下 だ る 舗装 きれ た 自動 車道 路 沿い で は , 17 時 15 
分 か ら 18 時 30 分 に か け て , その 行動 が 活発 に な り , 産卵 場所 を さがす た め に 送 を 小刻み に 振動 させ 
な が ら ル ベ シ ベ ザ サ 群落 の 内 部 に 潜入 する 個体 , 道路 を 横切っ て 敏速 に 飛び すぎ る 個体 (F) 不意 に 
飛来 し て 崖 面 に と まる 個体 ( そ ) な ど を 観察 し た . 


また , 同日 に 宿泊 し た 「 大 江山 の 家 ・ 白 樺 荘 | で は 19 時 ご どろ すでに 点灯 され て いた 食堂 内 に 迷 入 し て 
いた 1 〒 を 採集 し た . 

以上 の 事実 か ら , 大 江山 と その 周辺 に お ける 夏 型 成虫 の 日 周 活動 の 中 心 は ほぼ 15 時 30 分 以後 の 夕方 
に あり , その 行動 は みよ り も 遅い 時 間 に ず れ 込 む 傾 向 が うか が われ る . な お 早朝 の 活動 に つい て は 不 
明 で あり , 今後 の 観察 を 必要 と する . 


Tl, 地理 的 変異 
1. 材料 と 方 法 
用 いた 材料 は 次 に 示し た と お り で ある . これ ら は いずれ も 筆者 自身 の 採集 に よる も の で ある . 


GAA (n=22).19 A, 鳩 ヶ 峰 - 鳩 ヶ 峰 ・ 負 塚 鞍部 の 休憩 所 (以下 休憩 所 と 略す ) 9. vi. 1993; 3 7, 休 
FEA SR, 9. vi. 1993. 

FAS (n=1). W> R-RE, 9. vi. 1993. 

BRA ( ヵ 三 39). 17, 大 江山 の 家 ・ 白 樺 荘 . 27. viii. 1992; 117, äus 27. viii. 1992; 8 


Fig.2. A habitat of Neope niphonica niphonica Butler with Sasa palmata var. niijimai vegetation 
in the Oe mountains (Kyôto Pref.). 

Fig. 3. A spring form male of Neope niphonica niphonica Butler visiting a dog excrement near Mt 

- Nabezuka (June 9, 1993). 

Fig. A A spring form male of Neope niphonica niphonica Butler sucking juice of Sasa palmata var. 
niijimai near Mt Hatogamine (June 9, 1993). 

Fig. 5. Eggs of Neope niphonica niphonica Butler on the leaf underside of Sasa palmata var. 
niijimai near Mt Nabezuka (Aug. 28, 1992). 

Fig.6. A panoramic view of the habitat of Neope niphonica niphonica Butler with Sasa palmata 
var. niijimai vegetation and woods in the SW of Mt Nabezuka, the Oe mountains (Kyéto 
Pref.). 
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Locality (Prefecture) 30 31 32 33 34 ! 35 36 37 


Yaku Island (Kagoshima) wb 30.2+0.23 (n=51) 
B9s6 Peninsula (Chiba) mee 20.85 40.34 (n=62) 
Mt. Daruma (Shizuoka) anf 32.2+0.28 (n=79) 


Mt. Oe (Kyôto) omens 28: 2 L 0-8) (n=22) 


Mt. Sambe (Shimane) ーー トーー 33,7+0.33 (n=73) 


Spring form, male 


South. Jap. Alps (Shizuoka etc.)* aes 34.9+0.19 (n=181) 

Yaku Island (Kagoshima) ーーー ト トー 一 5105+ 0.59 (n=9) 

Boso Peninsula (Chiba) =æ 32.3+0.16 (n=95) 

Nt. Daruma (Shizuoka) ーー 33670621 (n=95) 

South. Jap. Alps (Shizuoka) women 35,240.34 (n=71) 
Mt, De (ky6to) 36.040.15 (n=39) mms 

Mt. Sambe (Shimane) i 36.7 +0.24 (net?) ーー 


Summer form, male 


*univoltine 


Fig. 7. Forewing length (mm) of Neope niphonica niphonica Butler, male. (FL) [M+2SD/y7]. 


ダヴ , 鳩 ヶ 峰 西南 方 鞍部 。 27. viii. 1992: 6 の , 鳩 ヶ 峰 - 休 憩 所 , 27. viii. 1992; 27, 休憩 所 - 千 
丈 ヶ 原 。27. viii. 1992; 3%, 千丈 ヶ 原 - 休 憩 所 , 28. viii. 1992; 5 7%, 休憩 所 , 28. viii. 1992; 1 
J, 休憩 所 - 鍋 塚 ,。 28. viii. 1992; 27, 鍋 塚 - 鬼 の 岩屋 , 28. viii. 1992. 

BH? (n=9). 2 子 , 休憩 所 - 千 区 ヶ 原 , 27. viii. 1992; 1 2, 大 江山 の 家 ・ 白 樺 荘 .。 27. viii. 1992; 1 
2, 千丈 ヶ 原 - 休 矯 所 , 28. viii. 1992; 5 2, 休憩 所 - 鍋 塚 。 28. viii. 1992. 


標本 の 計測 は , 高橋 ・ 青 山 (1981), 高橋 (1990z b) な どの 方 法 に よっ て 行い ,。 それぞれ の 形質 に 関す 
る 計測 値 と 指数 は Table 1 に 示し た 通り で ある . また 一 部 の 個体 に つい て は すべ て の 部 位 を 計測 し て 
いな いた め , すべ て の 形質 に つい て n の 数 が 一 定 し て いな いこ と を 付記 する . 計測 に は ノギス を 用 い , 
平均 値 と 誤差 範囲 2X 標 準 偏差 // 個 体 数 ) で 示し た . な お , 有意 差 検定 は , [BS] と [YS] xR 
E, 他 は 7 検定 に より 行っ た . 


Locality (Prefecture) 46 11 12 13 14 15 16 17 18 
Bôsô Peninsula (Chiba) ーー 一 10.70.24 (n=58) 

d Mt. Ôe (Kyoto) ーーー ト ーー 11.50.43 (n=22) 

S South. Jap. Alps (Shizuoka etc.) em 11.540.26 (n=126 ) 

Mt. Sambe (Shimane) fees 12.00.33 (n=73) 

に 1 

E Sado Island (Niigata)* ーーーーー レ ーー 12.2o.76 (n=15) 
Yaku Island (Kagoshima) woe 13.8+0.31 (n=50) 
B6s6 Peninsula (Chiba) ーー レー 14.50.24} (n=95) 

4 Mt. Oe (KySto) me tO0.36 (n=39) 

£ Mt. Sambe (Shimane) wees 14,640.40 (ns46 ) 

S Mt. Daruma (Shizuoka) comms 1504 40.30 (n=95) 

E South. Jap. Alps (Shizuoka etc.) ーー トー 15.80.31 (n=71) 
Yaku Island (Kagoshima) 16.8 +0.86 (n=7) a ad 


| 


Fig. 8. Outside diameter of eye spot in space 2 of hindwing underside/FL : (%) of Neope 
niphonica niphonica Butler, male. (g/FL) [M+2SD/,/n ]. 
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Locality (Prefecture) z 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 
T 1 i 
Mt. Sambe (Shimane) == = 3,940.60 (n=49) l i 
v 
E Bôsô Peninsula (Chiba) mpm 4.2+0.30 (n=96) 
E Mt. Ôe (Kyôto) ーー トー 6.00.56 (n=39) 
9 
ka 
SS South. Jap. Alps (Shizuoka etc.) wee 9540.56 (n=71) 
v H 
S 
a Mt. Daruma (Shizuoka) ; ーー トー 11,340.41 (n=94) 
Mt. Kirishima (Kagoshima) ーーーーー 11.60.61 (n=34) 
Mt. Sambe (Shimane) ーー トー 9080.52 (n=73) 
a 
a Sado Island (Niigata)* emer 10.3+0.64} (n=15) 
€ 
A Mt. Ôe (Kyôto) fee 11.8 +0.87 (n=22) 
o 
P Bôsô Peninsula (Chiba) ーー トー 12.6+0.5} (n=60) 
od 
A Yaku Island (Kagoshima)* be 「 14・ う よ 0<29 (n=50) 
Mt. Daruma (Shizuoka) 16.540.25 (n=79) = 
*univoltine 


Fig.9. Melanizatfon Index (0-18) of wing underside of Neope niphonica niphonica Butler, 
male. MD [M+2SD/,/n]. 


2. 季節 型 と 性 別に お ける 特徴 
A. 春 型 ? 


1. BRE [FL] 32.740.51 (n=32) で 三瓶 山 産 よ り も 小型 <0.01). 全国 的 に みて ほぼ 標準 大 と い 
えよ う (Fig. 7). 

2. BAS 1b IRD S Wig k COR S /AIMBR [a/FL] 62.640.71 (n=22) で 三瓶 山 産 より も 低い 
(p<0.05). 

3. ABS 1b MORS /APBE [b/FL] 68.9+0.82 (n=22) で 三瓶 山 産 より も 低い ⑦ く 0.01). 2 と 3 
の 特徴 は , 前 頑 の 翔 形 が より 横長 で . し か も 北端 が 外 方 に 突出 し た 形 を し て いる こと を 示す . 

4. MAE 2 室 葉 褐色 斑 の 全長 / 前 次 長 lc/FL] 23.9 土 1.13 ( ヵ ニ 22) TEMLE} 0) bh (有意 差 な 


L). 
5. HAS lb A LOMBERORS/AMMR [d/FL] 51.1408! (n=22) で 三瓶 山 よ り も 低い (p< 
0.01). 


6. SOE 3 室 黄 褐 色 斑 の 軸線 上 に お ける 長 さ / 前 超 長 [?/FL] 21.040.76 (n=22) で 三瓶 山 産 よ り も 
低い (p<0.01). [ 
7. BAE 3 室 黄 褐色 斑 の 上 柚 線上 に お ける 長 さ / 上 記 班 紋 の 内 側 末端 か ら 同 室外 縁 ま で の 長き [fc] 


' Locality (Prefecture) o 20 40 60 80 100 


Mt. Sambe (Shimane) 10.6 (n=71)' 


Mt. Hakone (Kanagawa) 12.5 (n=41) 


Mt. Ôe (kyôto) 18.2 (n=22) 


South Jap South. Jap. Alps 


(Shizuoka etc.) | | 


Sado Island (Niigata)* 


19.0 (n=124) 
21.9 (n=16) 
Bôsô Peninsula (Chiba) 25-4 (n=59) 
Mt. Daruma (Shizuoka) 27.2 (n=79) 
(Mt. Kirishima (Kagoshima) 4642 (n=13) 


Yaku Island (Kagoshima) 69.6 (n=50) 


*univoltine 


Fig. 10. Number of individuals bearing black spot in ochreous patch in space lb of forewing 
upperside (%) of Neope niphonica niphonica Butler, spring form, male. (BS). 
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Figs 19-24. Neope niphonica niphonica Butler, 1881 from the Oe mountains, Kyéto Prefecture, 
underside, bred by M. Takahashi. 19-21. 7. 22-24. $. 19. Emerged on Nov. 19, 
1992 (FL 32.8 mm, MI 5). 20. Emerged on Dec. 4, 1992 (FL 31.0 mm, MI 12). 21. 
Emerged on Apr. 4, 1993 (FL 31.3 mm, MI 14). 22. Emerged on Dec. 9, 1992 (FL 34.1 
mm, MI 10). 23. Emerged on Jan. 27, 1993 (FL 31.9 mm, MI 15). 24. Emerged on 
Mar. 5, 1993 (FL 30.0 mm, MI 18). 


74.7 土 1.27 (n=22) で 三瓶 山 産 よ り も 低い (有意 差 な し ). 

8. 後 次 裏面 第 2 室 眼 状 紋 の 長径 / 前 次 長 [g/FL] 11.5 土 0.43 (n=22) で 三瓶 山 産 より も 低く P< 
0.01), 後 次 裏面 の 眼 状 紋 が より 小型 で ある こと を 示す (Fig. 8). 

9. 後 次 裏面 第 2 室 眼 状 紋 の 黄 褐 色 環 の 内 径 / 同 外 径 [h/g] 64.1 土 0.99 ( ヵ 三 22) で 三瓶 山 産 よ り も 低 
い (p<001). すなわち , 後 次 裏面 の 眼 状 紋 の 黄 褐 色 環 の 厚 味 が より 強い こと を 示し , この 値 は 
佐渡 島 産 の 64.1 土 2.16 (n=14) に 匹敵 する . 

10. 前 次 第 1b 室 の 黄 褐 色 斑 中 に 黒 班 の 現われ る 個体 の 割合 [BS] 18.2 ( ヵ 三 22) で 三瓶 山 産 よ りゃ 高 
い が (有意 差 な し ), 他 の 産地 の も の に 比べ る と むし ろ 低 い 部 類 に 属す る (Fig. 10). 

ll. 前 贅 表 面 中 室 端 の 黄 褐 色 鱗 の 発達 [YS] 8.6 (n=22) で 三瓶 山 産 よ り 低 い (有意 差 な し ). 45,11 
の 数 値 は 大 江山 産 春 型 の 前 交 表 面 の 色調 が や や 暗い 傾向 を 示す が , 三 旗 山 産 と 同様 , AACA 
沿い の 黄 褐 色 条 は 南ア ルプ ス 産 な ど と 異な っ て か な り 太 い の で , MRAM O L oz HRS > it 
な い . 


Figs 11-18. ん eope niphonica niphonica Butler, 1881 from the Ôe mountains, Kyôto Prefecture, 
western Honshf, Japan, leg. M. Takahashi. 11-14. Spring form. 15-18. Summer 
form. Odd numbers, upperside; even numbers, underside. 11-12. a, June 9, 1993 
(FL 32.1 mm, MI 12). 13-14. 2, June 9, 1993 (FL 34.3 mm, MI 10). 15-16. 7, Aug. 
27, 1992 (FL 36.6 mm, MI 8). 17-18. 2, Aug. 28, 1992 (FL 39.1 mm, MI 4). 


NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


42 


Lt €L ert LOL SLL GU TUA 
Eb Tro Ol OLI OPE SIL CIS 
L6 YEL SOl STZ [TI6 moi eg 
L6 -TOL O91 SL BES Cen FIZ 
08 SOL SSI 68 YSS TA. OTZ 
LE S7 rl OI 606 6LL TEZ 
09 S6 Stl 79 Tol LU FI 
er (ou OF TL OZ 669 ZOZ 
9I[ TSL TA OS (e PIL ETZ 
ce Fo gei LI 6€% EUL OZ 
CII SOL SST 80 SI 089 gei 
TY VES SHI 98 Co L89 TEZ 
88 CRL Gtl SE Fe LZ LO 
COOL 00L LIT O07 "out 99L 6 
OOL sro LIT ai (ec YSL Lz 
TSI FEL OF TSI EES Col TET 
SEI 769 Fäi FU OST PLL LEZ 
TTI gen TIL Dei T% S08 SEZ 
SI TH SII 98 TSE LPL OTC 
86 619 OZI 66 oo SSL YTZ 
Etl TIL Sel SS 969 Sp gT 
COL (ig Cl 69 G6IZ T6L 6ST 
Foi TEL SII Cou O61 FSL OTZ 
Cal FEL ail O8 ZZ EIL $O 
971 TL9 LOI OVE VST LLL TO 
erl LL9 LII TL Eg8I rei TZ 
IN 3/4 TH/8 SK Sd 327 TH 


Igel ‘eueAov IHSEHEYB 908) 


: せ : 13U[ SUIMAIOY "LI 「 3ZIS ojdwes 


ƏUNJOATUN , 


(09049) 3O IW 

Laugs) oques IW 
(ewIysosey) DUBTST nye A 
(eyonziys) ewnied IW 

Cam ゃ ASeueY) UOALH IW 


(eqiyD) einsurusq Qso 


(030491) 3O JIN 

Laugs) aquies IW 
(ewTYsosey) es? JA 

CH OnZrd ぐ ) sdfV ‘deg mnoe 
(eYOnZrdS) ewnieq IN 

(eqrd つ ) einsuiueq ọsọg 
LO) ednnsr IN 


(09049) 3O IW 

Loes) equies IW 
.(BWIYsosey) puegs nye A 

«(939 gyonziųs) SdTV der ‘ymos 
(eqiyD) winsurrad Qsog 


Summer form | Summer form 
male female 


Spring form 
female 


PS CES GU Weg OSE 6 
97S gc ObL SED PHBE €I 
EIS 96% CR ETY FIE 8Z-81 
6IS PYET THL O79 ESE 9Z-8T 
97S TE LSL O79 OPE TI-L 
Co EST TSL  L'E9 FEE TZ-LI 
ror T% T89 Cen ODE 6€-LE 
vor 617 T89 ES9 LOE Lb-ZE 
get ET 889 TeE9 OE FEI 
get EEZ 869 pu TSE IL-99 
get PTT 669 6c9 LEE <6-19 
OZS ok POL 969 EVE [6-S8 
TIS 9 869 etb9 Ce 91 
Oss LST FL 909 EPE I 
ESS vst TOL [O09 gcse II 
YSS UE tglL 709 WO EZ 
c9c 19% Zo 8I9 eg CEP 
pos €9% ShL 619 CIE ZZ 
TIS CZ 689 979 Lt SI 
67S CR SOL 9E9 LEE CL-PE 
LZS Se fel €79 TOE IS-6r 
Les FLZ el 8I9 YEE 9I-<I 
Lys Tre YIL 679 LEE 9CI-66 
Ips YET SIL €%9 TE G6L-ZL 
TOS ESZT 90L 8E9 SOE LZ9-68 
6ES CR OIL tc9 YTE 9¢-Sh 
| u 


(090434) 3O IW 

(3uetnrdS) squies IW 

+(ewrqso3e y) DUBTST nye A 

*(e1e8ITN) PURIST OPS 

(oe soOnZIHS) SdIV ‘der ‘yynos 

(OnZrdS) guunre IN 

(gdrH つ ) ゃ InSurnad Qsog 

*(OPIPOH) 39 SIN BYBPIH 
(ainqooyorg) AIHBoo イ 


10 の 0661 "TUSeTe3BT pue 


*(9! 01 0 Wo) XSPUT UONLEZIVEPIN : IN :3PISI9Dum Sulmpury JO z aoeds ur ods aka Jo 913LUBTD 3PISUI 
: :3DISJSDUh surmpury JO ¢ a0eds ur jods aAS Jo 1919UTeTD əpısmo :3 "IC 01 0 WIJ) [IS SUIMIIOJ UI SoTedS SnO3IUQO JO JUNOWe : SA 
Sq] 2ds 3ULAaTO』 UI yod snoaryoo UI zods geg e SUread SIBnPIAIDUT Jo Joquinu eg ‘g 399ds SuIMpuTY Jo HOJed snossys0 Jo 3u 
: J : USIPU SUIADUIU oi ç 3ds SuIMpuUTY Jo yod snO3IHOO JO wgw IOUUI Wo Sum :3:d[ UIA SUIMOIOJ UO yearns SO3IHO JO 
WU : p :<3oedS SUIMOIOJ UI yod snoəryoo JO WSUS, "3 £q] URA SUIMOIO] JO YSU] : q Éq] URA Jo pus oi dy 3UrAAaIO』 Dou YIU] 


"H Jong の 27707 の 7 29 の 2 ん JO UIəyed ImnO[OO pue odeys Zum əy) JO uonenea [BoIHdeJ8OSD 


Spring form 
male 


‘TAQEL 


NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


京都 府 大 江山 産 ヤ ヤキ マダ ラ ヒ カ ゲ の 生態 と 地理 的 変異 43 


12. 黒 化 指数 [M] 裏面 の 暗 化 を 示す 黒 化 指数 (0-18) は 11.8 土 0.87 (n=22) T, 三瓶 山 産 より も 高 
い が (p<0.01), 春 型 の と し て は 三瓶 山 産 , 佐渡 島 産 と と も に 裏面 の 色調 が も っ と も 明る い 部 類 
に 属す る (Fig. 9). 


B. 春 型 そ 


採集 個体 は 1 頭 の み で (1993 年 6 月 9 日 )、 統 計 は 不可 能 で ある . WEW Table 1 に 示し た と お り で 
ある . 


C. Säz 


1. UE [FL] 36.0+0.15 (n=39) で 三瓶 山 産 ほ ど 大 型 で は な い が ⑦ く 0.05)。 南ア ルプ ス 産 な ど よ 
り も は る か に 大 きく ( ヵ <0.01), 全国 的 に みれ ば 第 一 級 の 大 き さ を も つ 夏 型 と いえ よう (Fig. 7). 

2. 前 次 第 1b 脈 末端 か ら 死 端 ま で の 長 さ / 前 超 長 [a/FL] 63.7£0.57 (n=39) で 三瓶 山 産 よ り も 低い 
(p<0.01). 

3. 前 次 第 1b 脈 の 長 さ / 前 次 長 [b/FL] 68.240.58 (n=37) で 三瓶 山 産 よ り も 高く (有意 差 な し )。2 
と 3 の 数 値 は , HMOWMPOA=MUB k V bo SDR CHS CLEMT. 

4. AISA 2 室 葉 褐色 班 の 全長 / 前 次 長 [c/FL] 22.1 土 0.53 (n=39) で 三瓶 山 産 よ り も 高い ABET 


L). 
5 PAR 1b 脈 上 の 黄 褐 色 条 の 長 さ / 前 次 長 [d/FL] 49.40.86 (n=39) で 三瓶 山 と 同じ 値 を 示す 
(有意 差 な し ). 


6. RAE 3 室 黄 褐 色 斑 の 虐 線 上 に お ける 長 さ / 前 次 長 [f/FL] 2144053 (n=37) で 三瓶 山 産 よ り も 
高い (ABEL). 

7. 後期 第 3 室 黄 褐色 斑 の 眠 線 上 に お ける 長き / 上 記 斑 紋 の 内 側 末端 か ら 同 室外 縁 ま で の 長 さ [f/e] 
72.7 土 1.72 (n=37) で 三瓶 山 産 よ り も 高い (p<0.05). 6 と 7 ABER PRIMO HABEAS E 
り 発 達し , その 外縁 の 黒色 の 縁 ど り が いく ら か 狭い こと を 示す . 

8. 後 次 裏 面 第 2 室 眼 状 紋 の 長径 / 前 超 長 [g/FL] 14.5 土 0.36 ( ヵ 三 39) で 三瓶 山 産 より 低い (有意 差 な 
し ) (Fig. 8). 

9. BARRA 2 室 眼 状 紋 の 黄 褐 色 環 の 内 径 / 同 外 径 [h/g] 69.5+0.73 (n=39) で 三瓶 山 産 よ り も 高 
い (p<0.01). 8 と 9 か ら , 後 翔 裏 面 の 眼 状 紋 は 相対 的 に 小さ きく , その 黄 褐 色 環 は 三瓶 山 産 より も 
いく ら か 厚 味 に 乏しい こと が わか る . 

10. 前 次 第 1b 室 の 黄 褐 色 斑 中 に 黒 班 の 現われ る 個体 の 割合 [BS] 19.2 (n=39) で 三瓶 山 産 より も 高 
い 数 値 を 示す (有意 差 な し )、 この 傾向 は 春 型 の の 場合 と 共通 し て いる (Fig. 10). 

ll. 前 次 表 面 中 室 端 の 黄 褐 色 鱗 の 発達 [YS] 6.2 ( ヵ 三 39) で 三瓶 山 産 よ り も 低い ⑦ く 0.05). 

12. 黒 化 指数 [MI] 6.0 土 0.56 (n=39) T, 三瓶 山 産 より も 高く ⑦⑰ く 0.01), 裏面 の 色調 は いく ら か 暗 
化 の 傾向 を 示す . し か し 南ア ルプ ス 産 , 達磨 山 産 な ど よ り も 明らか に 低く , 全国 的 に みれ ば 裏面 
の 色調 は か な り 明 る い 部 類 に 属す る (Fig. 9). 


D BH? 

1. BHR [FL] 38.040.78 (n=9) で 三瓶 山 産 よ り も 小さ い が (有意 差 な し ),。 夏 型 〒 と し て は 最大 
級 の も の で ある . 

2. 前 次 第 1b 脈 末 端 か ら 閉 端 ま で の 長き さ / 前 閉 長 [a/FL] 63.8 土 0.80 (n=9) で 三瓶 山 産 より も 高い 
(有意 差 な し ). 


3. MAE 1b AOS /AMWE [b/FL] 72.9 土 0.71 (n=9) で 三瓶 山 産 より も 低い (p<0.01). 2 と 3 
は , UE LES TAD AED PME CHS CLEMRT. 

4. HBR 2 SRBAMOSR/ABE [c/FL] 23.3 土 099 (n=9) TEMLE YD bY (有意 差 な 
Kä 

5 ZE III 2 EUR [d/FL] 5244133 (n=9) で 三瓶 山 よ り も 低い (有意 差 
な し ). . 

6. RAF? 室 黄 褐色 班 の 襲 線 上 に お ける 長 さ / 前 次 長 [f/FL] 22.2 土 1.21 (n=9) で 三瓶 山 産 よ り も 
高い (有意 差 な し ). 

7. WAR? 室 黄 褐色 斑 の 貞 線 上 に お ける 長き さき / 上 記 斑 紋 の 内 側 未 端 か ら 同 室外 縁 ま で の 長き [f/e] 
72.9 土 3.01 (n=9) CHILE bBo (有意 差 な し ). 


NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


44 


Nov.19}- 


Nov.23 


Dec. 3 


Dec. 3- 


Jan. 8 


Jan.26 


Feb.16 
Apr.4 


7 
7 
7 
30 


Feb.19 


14 


Mar. 5 


Fig. 25. Melanization Index (MI) in wing underside of Neope E niphonica Butler in 
bred individuals with data of emergence. > 


A: g, B: F. 


8. RARS 2 室 眼 状 紋 の 長径 / 前 次 長 [g/FL] 14.91.05 (n=9) で 三瓶 山 産 よ り も 高い (有意 差 


な し ). 


9. 後 次 裏面 第 2 室 眼 状 紋 の 黄 褐色 環 の 内 径 / 同 外 径 [h/g] 67.3 土 3.08 (n=9) で 三瓶 山 産 より も 高い 


(有意 差 な し ). 


10. Ass lb 室 の 黄 褐 色 班 中 に 黒 班 の 現われ る 個体 の 割合 [BS] 77.8 (n=9) と いう 高 率 で 三瓶 山 
産 の 34.6 より も 著しく 高い 値 を 示し ⑦< く 0.05), 同 斑 紋 中 に 黒 斑 が 現われ や すい 傾向 を 示す . 
11. 前 交 表 面 中 室 端 の 黄 褐 色 鱗 の 発達 [YS] 16.7 (n=9) で 三瓶 山 産 よ り も 低い が (有意 差 な し ), & 
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体 的 に みる と か な り 高 い 方 に 属す る . 
12. 黒 化 指数 [MI] 4.7 エ 0.63 (n=7) T, 三瓶 山 産 よ り も 高い が (有意 差 な し ), 房総 半島 産 な ど と 
と も に 裏面 の 色調 が も っ と も 明る い 部 類 に 属す る 


3. 全体 的 な 特徴 


京都 府 大 江山 産 ヤ マキ マダ ラ ヒ カ ゲ は 全体 的 に は 島根 県 三瓶 山 産 の も の に 似 て お り , それ は つぎ の 特 
徴 に 表 わ れ て いる . 


夏 型 が 雌雄 と も 大 型 に な る こと . 

春 型 , 夏 型 と も に 前 次 表面 の 黄 褐 色 六 や 黄 褐 色 条 が あま り 発 達し な いこ と . 

後 閉 裏面 の 眼 状 紋 が 春 型 , 夏 型 と も に 小型 で その 黄 褐 色 環 の 厚 味 が 強い こと . 

4. 裏面 の 色調 の 暗 化 を 示す 黒 化 指数 が 春 型 , 夏 型 と も に 低く , 裏面 の 色調 が 明る いこ と . 


し か し , 大 江山 産 で は 上 記 の 1 と 4 の 特徴 が うす れ て 中 部 (また は 近畿 ) 地方 個体 群 に いく ら か 移行 
する 傾向 が み ら れ , 3 で も 夏 型 に お いて 黄 褐 色 環 の 厚 味 を 減ずる 傾向 が ある . また 春 型 〆 で は , その 
外観 は 三瓶 山 産 と 一 見 し て 大 差 な に 印象 を 受け る が , 12 形質 の うち その 2/3 に 当たる 8 形質 まで が , 
三瓶 山 産 と 統計 的 有意 差 を 示し て いる こと と は 注目 され る . 


Bo 


UL 裏面 の 暗 化 と 環境 条件 
1. 材料 と 方 法 


— 1992 年 8 月 28 日 に 鍋 塚 西南 方 で 採集 し た 16 卵 を 静岡 市 の 自宅 で 飼育 し た 結果 , 同年 11 月 19 日 か ら 
翌年 3 月 14 日 に か け て 4 〆 10 そ が 羽化 し た . また 同日 , 大 江 町 寺 屋 敷 付近 で 採集 し た 1 〒 か ら 得 た 
卵 を 飼育 し た 結果 , 1993 年 1 月 26 日 か ら 4 月 4 日 に か け て 3〆4 そ が 羽化 し た . 幼虫 の 飼育 に は , 
径 15cm, 高き 5.5 cm の 透明 プラ スチ ッ ク 容 器 を 用 い , 食 草 と し て 2 見 ま で 現地 で 採集 し た ル ベ シ ベ 
ザ サ を , 3 齢 以後 は 静岡 県 下 で 本 種 の 主要 な 食 草 の 一 つ に な っ て いる スズ ダケ Sasamorpha borealis 
var. borealis を 与え た . 


この よう に し て 飼育 し た 結果 , 羽化 し た 個体 の 黒 化 指数 を 求め , それ を 羽化 月 日 に よっ て どの よう に 
変化 する か 調べ , 環境 条件 (温度 ) と の 関係 に つい て 若干 の 考察 を 行っ た . 


2. SHORE PEA A 


1992 年 秋 か ら 翌 1993 年 春 に か け て 羽化 し た 7 〆 16 そ に つい て , 羽化 し た 順に 黒 化 指数 を 示し た の が 
Table 3. 月 別に 黒 化 指数 の 平均 値 を 示し た の が Fig. 25 CHS. 


以上 の 結果 に よれ ば , 雌雄 と も に 黒 化 指数 は 概して 早い 時 期 に 羽化 し た も の は 低く , 遅い 時 期 に 羽化 
し た も の ほど 高く な る 傾向 が 見 られ た . 11 月 19 日 に 羽化 し た 1 の の 斑紋 は 一 見 夏 型 に 近い が , 11 月 
23 日 か ら 12 月 3 日 に か け て 羽化 し た も の は 中 間 型 な いし 春 型 , 12 月 9 日 以後 。 翌年 の 4 月 4 日 に か 
け て 羽化 し た も の は 典型 的 な 春 型 で あっ た . し か も それ ら の 春 型 の うち 1 み 8 予 (39%) は 野外 で 採 
集 し た 春 型 の の 黒 化 指数 の 平均 値 11.8 土 0.87 (n=22) を 上 まわ る 13-18 を 示し た . と くに 3 月 5 日 に 


Table2. Mean value of the Melanization Index (MI) in wing under- 
side of Neope niphonica niphonica Butler in bred individuals 
in each month. 


Sex Month of emergence 


(number) Nov. Dec. Jan. Feb. Mar. Apr. M 


Male 50 113 110 120 一 140 109 
(number) (Ui o Wd W@W = (Ui (7 
Female 95 108 120 140 160 一 121 
(number) D a © OI OI ez: (9 
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羽化 し た 1 は 南ア ルプ ス 産 春 型 に ち け っ し て 劣ら ず , この よう な 個体 は 大 江山 の 野外 で は まず 見 る 
こと の で き な い も の で ある (Fig. 24). 


3. 裏面 の 暗 化 と 環境 条件 


ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 裏面 の 色調 は , 一 般 に 春 型 で は 強く 暗 化 し , 黒 化 指 数 が 高く な る . この 事実 は 
裏面 の 暗 化 に 環境 条件 が 関わ っ て いる こと を 示す . また 佐渡 島 産 と 南ア ルプ ス 産 を 同一 条件 で 飼育 し 
た と き , 羽化 し た 個体 の 黒 化 指 数 は 前 者 で 低く , 後者 で 高い ら と いう 結果 が 得 ら れ て いる (高橋 
19904). これ は 裏面 の 暗 化 に 各個 体 群 の 遺伝 性 が 関わ っ て いる こと を 示し て いる . 


本 種 の 裏面 の 暗 化 が .、 どの よう な 発育 段階 で ご どの よう な 環境 条件 が 作用 し た こと に よっ て 生じ る の か 
と いう 問題 は まだ 解明 され て いな い が , Fig. 25 と Table 2 に 示し た 結果 は , MORAER E 
る 低温 の 影響 を 示唆 し て いる よう に 思わ れる . これ に つい て は , タイ ワン キマ ダラ ヒ カ ゲ Neope 
bremeri watanabei Matsumura の 幅 を 室温 に 保存 し た 場合 に 夏 型 が , 冷蔵 庫 に 一 定期 間 入 れ た 場合 に 春 
型 (同様 に 裏面 が 強く 暗 化 する ) が 羽化 し た と いう 事実 (高橋 , 1993) は これ を 裏付け る . 


いずれ に し て も , 本 種 の 環 紋 形成 と 環境 条件 に 関す る 実証 的 研究 が 期待 され る . 


IV. 地理 的 変異 の 位置 づけ と 今後 の 問題 


京都 府 大 江山 産 の ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ は , 全体 と し て 中 国 山地 個体 群 の 特徴 を も ちな が ら , いく つか 
の 点 で 東方 の 個体 群 へ 移行 する 傾向 が 認め られ る 


これ に つい て は , ひと た び 中 国 地方 に 隔離 され て 生じ た 原 名 亜 種 中 の 中 国 山地 産 個体 群 が そ の 後 の 環 
境 変化 に よっ て 東方 に 分 布 を 拡大 し , 東方 個体 群 と の 接触 に よっ て 若干 の 形質 の 変化 を 生じ た 可能 性 
が ある . 


現在 筆者 の 手もと に は , 青山 潤 三 氏 が 提供 され た 大 阪 府 能勢 町 剣 尾 山 産 の 30 7 そ が あり , これ ら 
の 標本 を 概観 し た か ぎり で は , や は り 中 国 山地 産 個体 群 の 特徴 を ある 程度 保持 し な が ら , 大 江山 産 よ 
り も いっ そう の 移行 的 傾向 を も つよ うに 見 える . 上 記 の 計測 結果 に つい て は いずれ 報告 の つも り で あ 
4. 


HRS D EEMAL, 紀伊 山脈 な どの 個体 群 を 調査 し . PELE AS & D BEA Z © Diz 
し て いき た い . 
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Summary 


1. Habitat, food plant, adult behaviour and morphological variation of Neope niphonica niphonica 
Butler, 1881 from the Ôe mountains, Kyôto Prefecture, Western HonshQ, Japan were reported. 


2. The butterfly mainly inhabits the Sasa vegetation around the deciduous broad leaf forest on the 
ridge of the Ôe mountains, 600-833 m in altitude. 
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3. Eggs were found in a cluster on the underside of the leaf of Sasa palmata var. niijimai (Tatewaki 
et Nakai) Suzuki. 


4. In the spring form, the territorial flight of males was seen in sunny area of the forestside through 
the day time, while that of the summer form was principally observed in the evening. 


5. In the Oe mountains and their vicinity, the butterfly has two generations in a year. Adult season 
of the spring form is from the end of May to June and that of the summer form is from the middle 
of August to the beginning of September. 


6. Morphological characteristics of this population are as follows : 


a. The features of this population, such as the size, the wing pattern and colouration, are similar 
to those of the race from Mt Sambe, Shimane Prefecture, Western HonshQ, but some characteris- 
tics tend to drift towards those of the populations of Central HonshG. 

b. The forewing length of this population is a little smaller than that of the race from Mt Sambe, 

_ Shimane Prefecture. 

c. In the hindwing underside, the size of the eye spot in space 2 is comparatively small with a thick 
ochreous ring, while in the summer form the ring is rather thinner than that of the race from 
Mt Sambe. l 

d.. The wing underside is more darkly coloured than that of the race from Mt Sambe in both 
seasonal forms. 


(Accepted October 2, 1997) 
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